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艇跡 
朝夕冷え込む季節となって参りましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

先日の名大新人戦にて今シーズンの大会を全て終えました。今後は部の方針を全員で見

直しつつ、来たる名大戦では必ず勝利を収めることができるよう、部員一丸となって 1 日 1 日

の練習を大切に励んで参ります。今後とも OB・OG の皆様のご支援、ご声援のほどよろしくお

願いいたします。 
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名古屋レガッタ                        
秋晴れの中、名古屋レガッタが行われました。インカレ後、新体制となって初めてのこの大

会で女子ダブルスカルは優勝することができ、良いスタートを切ることが出来ました。今後も、

目標を達成することができるよう、部員一同全力で取り組んで参ります。 

 

日程 ： 2017 年 10 月 1日(日）    

場所 ： 愛知県名古屋市港区 名古屋港漕艇センター 1000m  

出漕クルー ： 男子舵手付きフォアＡ C:大原雅弥③ S:美奈川拓真① 3:永島健太郎③ 

    2:渡辺紘平① B:藪谷昌史①  

  男子舵手付きフォア B C:菊地 匠① S:林 和史③ 3:山田 俊① 

    2:中島文哉① B:梶浦拓海②  

  女子ダブルスカル (S:平子ともみ③ B:足立知里②）  

〇内の数字は学年を示します。 

 

◆男子舵手付きフォア◆  

〈決勝 A組〉  

着順 クルー名 1000m 

1 名古屋工業大学 B 3’38”96 

2 名古屋工業大学 A 3’52”55 

   

〈決勝 B組〉  

着順 クルー名 1000m 

1 名古屋工業大学 B 3’42”25 

2 名古屋工業大学 A 3’52”83 

   

◆女子ダブルスカル◆  

〈予選 B組〉2 杯上がり  

着順 クルー名 1000m 

1 名古屋工業大学 3’54”20 

2 津商業高校 A 4’06”53 

3 旭丘高校 B 4’22”11 

4 愛知教育大学 5’23”57 

   

   

マネージャーの杉山です。

いい笑顔☆ 

上が名古屋工業大学 A、 

下が名古屋工業大学 Bの様子です！ 
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〈準決勝 A組〉2 杯上がり  

着順 クルー名 1000m 

1 名古屋工業大学 4’05”60 

2 南山大学 4’17”21 

3 岐阜大学ボート部 4’20”17 

4 相加高校A 4’22”08 

   

〈決勝 A組〉  

着順 クルー名 1000m 

1 名古屋工業大学 4’02”93 

2 旭丘高校A 4’08”66 

3 津商業高校 A 4’12”19 

4 南山大学 4’25”00 

 

●クルーの言葉● 

男子舵手付きフォア A S：美奈川拓真（1 年） 

今大会では、オールの抜き上げやクラッチを押しながらオールを抜くなど、フィニッシュ周り

を主に意識してレースに挑みました。しかし、思うように艇のバランスを良くすることができず、

あまり満足のいく漕ぎができませんでした。ただ、フォアに乗ったことで自分の漕ぎがどれだけ

艇に影響するのかを痛感したので、この経験をこれからのエイトの練習などに繋げていきたい

と思います。 

 

男子舵手付きフォア B B:梶浦拓海（2 年） 

レートは 27～30 と決められていた試合の中で、しっかりと練習通りに漕ぐことができたところ

が非常に良かったと感じました。また、日々の練習によって、自分の技術が上達している、とも

感じることができたので、この調子で名大新人戦勝利に向けて、練習に励んでいきたいと思い

ます。 

 

女子ダブルスカル S:平子ともみ（3 年） 

新体制となってから 3 週間弱、ファイナルを重点的に意識し練習してきました。このクルーで

練習したのは短期間でしたが、その中で確実に成長できました。以前よりも上達したファイナ

ル周りの体の動きを、新クルーとなった時も継続していきます。 

応援にお越し下さった皆様、ありがとうございました。小さな大会ではありますが、優勝でき

たことを嬉しく思います。これからも応援の程よろしくお願いします。 

 

優勝おめでとう！！ 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●応援にお越し下さった方々（敬称略）●●     

卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前 

白艇会会長 衣斐洋一  特別会員 山内政勝  S61 Y 鳥居孝行 

S54 Y 兼子明夫  H27 AD 松山由樹     

           

●●白艇会費を下さった方（敬称略）●●       

卒業年 学科 御名前          

S61 Y 鳥居孝行          

     ありがとうございました。大切に使わせていただきます。 

左から学生コーチの水野さん、H27年卒の松山さん、

M1 の水野さん、1 年の望月です！ 

女子ダブルスカルのけり出しの様子です！ 

中締めの様子です。 

左から 3 年の深谷、白艇会会長の衣斐さん、 

特別会員の山内さん、H27年卒の松山さんです！ 
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中部学生新人競漕大会                   
今年は天候に恵まれず、1 日のみの開催となりました。男子舵手付きフォアは優勝、女子シ

ングルスカルは準優勝という結果になりました。今大会で得られた反省を活かし、名大戦で勝

利できるよう精一杯練習に励んで参ります。 

 

日程 : 2017 年 10 月 28 日(土)   

場所 : 愛知県愛知郡東郷町 愛知池漕艇場 1000m  

出漕クルー : 男子舵手付きフォア C:菊地 匠① S:梶浦拓海② 3:美奈川拓真① 

   2:山田 俊① B:会田知朗①  

  女子シングルスカル (足立知里②)   

   ○内の数字は学年を示します。 

 

◆男子舵手付フォア・男子舵手無クォドルプル◆ 

〈決勝〉   

着順 クルー名  500m 1000m 

1 岐阜大学(4X-) 1’40”62 3’24”84 

1 名古屋工業大学 A(4+) 1’49”82 3’42”49 

    

◆女子シングルスカル◆   

〈予選 A組〉3 杯上がり   

着順 クルー名 500m 1000m 

1 名古屋工業大学(足立) 2’03”01 4’11”13 

2 金沢大学A(安藤) 2’03”43 4’16”25 

3 南山大学A(河内) 2’37”86 5’13”71 

棄権 名古屋大学 B(飯田) - - 

棄権 名古屋大学C(小川) - - 

    

〈決勝〉   

着順 クルー名 500m 1000m 

1 名古屋大学 A(大久保) 1’58”15 4’02”19 

2 名古屋工業大学(足立) 2’02”81 4’09”32 

3 金沢大学A(安藤) 2’01”57 4’12”25 

4 金沢大学 B(山崎) 2’08”21 4’24”15 

5 金沢大学 C(宇羽野) 2’10”31 4’27”70 

6 南山大学A(河内) 2’12”43 4’32”48 

雨の中のけり出しです。 

男子舵手付きフォアです。 

女子ダブルスカルの足立です。 
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●クルーの言葉● 

男子舵手付フォア 2:山田 俊(1 年) 

今回の大会で一番感じたこと、クルーの意識の統一の大切さです。僕たちの艇は課題が多

く、毎練習ごとに「この点を意識して練習しよう」というように課題をピックアップして取り組んで

いたつもりでしたが、クルー全員の意識が統一されずに試合を迎えてしまいました。今回の反

省を踏まえ、今後の練習からクルーの連携を充実したものにしていきたいです。 

 

女子シングルスカル 足立知里(2 年) 

初めてのシングルでのレースだったので、いいリズムに持っていけるか心配でした。しかし、

レートも予想より維持ができ、スタートで差をつけられた相手にコンスタントで追い抜くことが出

来ました。ただ、1 位のクルーには及ばず悔しいです。名大新人戦では、今回の差を縮めるこ

とができるよう考えながら練習していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●応援にお越し下さった方々(敬称略)●●  

卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前 

白艇会会長 衣斐洋一  H28 DW 土本香苗 

おめでとうございます！ 

左から3年の深谷と2年の竹内です。 M2 の坂井さんです。 

けり出し前の様子です。 
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ジャパンレディースレガッタ                
冬も近づき、冷たい風の吹く中、ジャパンレディースレガッタが行われました。普段はボート

に乗ることのないマネージャーが参加し、いつも以上にボートに関わる良い機会となりました。

この経験を今後のマネジメントに活かしていきたいと思います。 

 

日程 : 2017 年 11 月 5日(日)    

場所 : 愛知県愛知郡東郷町 愛知池漕艇場 500m   

出漕クルー : ナックルフォア A C:菊地 匠① S:平子ともみ③ 2:足立知里② 

   3:竹内美月② B:望月美佐①  

  ナックルフォア B C:大原雅弥③ S:水鳥 律④ 2:杉野和美③ 

   3:杉山穂乃佳① B:林英璃奈①  

    ○内の数字は学年を示します。 

◆交流の部 ナックルフォア◆  

〈決勝〉   

着順 クルー名 500m 

1 team ごっつあん 2’24”90 

2 名古屋工業大学 A 2’44”16 

3 名古屋工業大学 B 2’53”43 

 

 

 

 

 

 

●クルーの言葉● 

女子ナックルフォア A 3:竹内美月(2 年) 

初めてナックルフォアに乗りましたが、現役漕手が 2 人乗っていたこともあり、とても速く艇が

進んだことに驚きました。最後まで楽しんで漕ぐことが出来て良かったです。漕手はもっともっ

と大変だと思うので、これからもしっかりサポートしたいと思います。 

 

女子ナックルフォア B 2:杉野和美(3 年) 

女子漕手と共に500mを漕ぎ切ることが出来て、とてもいい経験になりました。漕いでみると、

水は重くてなかなかオールをうまく動かせずに苦戦しました。しかし、漕いでいるうちに楽しくな

り、もっと上達したいという気持ちが出てきました。今後、マネージャーも今回のように艇に接す

る機会を設け、ボートの知識を深めていこうと思います。 

各艇のけりだしです！ 

ファイト！ 

メダル獲得です！ 
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名古屋大学・名古屋工業大学新人対校競漕大会 
冬を感じる冷たい風が吹く中、名古屋大学・名古屋工業大学新人対校競漕大会が行われ

ました。残念ながら両クルーとも準優勝という結果となってしまいました。練習への取り組み方

を再度見直し、名大戦で勝利できるよう部員一丸となって練習に励んで参ります。 

 

日時 ： 2017 年 11 月 19 日(日)   

場所 ： 愛知県名古屋市中川区 庄内川 大蟷螂橋～明徳橋間 1850ｍ 

出漕クルー ： 男子エイト C:菊地 匠① S:永島健太郎③ 7：美奈川拓真① 

   6：山田 俊① 5：林 和史③ 4：藪谷昌史① 

   3：縣 和哉④ 2：梶浦拓海② B:山田拓哉④ 

  女子シングルスカル (足立知里②)   

○内は学年を示します。 

 

◆男子エイト◆  

着順 クルー名 タイム 

1 名古屋大学 7’13”28 

2 名古屋工業大学 7’48”34 

   

◆女子シングルスカル◆  

着順 クルー名 タイム 

1 名古屋大学 10’20”02 

2 名古屋工業大学 10’45”05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子エイト、女子シングルスカルの 

けり出しの様子です。ファイト！ 

左から H16 年卒の山口さん、 

M2の神谷さん、H26年卒の出口さん、 

H27 年卒の松山さん、部員一同です。 

左から白艇会会長の衣斐さん、竹下部長、

特別会員の山内さんです。 
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●クルーの言葉●  

男子エイト 4:藪谷昌史(1 年)  

今回の名大新人戦は 35 秒差という大差をつけられて負けてしまいました。レースの半分あ

たりから体力の限界を感じ、後半はレートについて行くだけで精一杯のレースでした。まだまだ

自分の体力・技術面で先輩との差を感じました。レースでは先輩の足を引っ張ってしまったの

で、冬トレでその差を少しでも埋め、名大戦、インカレでは全力で勝ちにいきます。 

 

女子シングルスカル 足立知里（2 年） 

今回の結果は負けてしまい悔しい結果となり、内容としても満足いくものではなく、後悔が残

っています。1 人で逆流逆風の中で立ち向かう精神力を培い、なにより自分が思うベストを常

に保ち、向上させていく事が一番の課題であると改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●応援にお越し下さった方々（敬称略）●●     

卒業年 学科 御名前   卒業年 学科 御名前   卒業年 学科 御名前 

白艇会会長 衣斐洋一  部長 竹下隆晴  特別会員 山内政勝 

H16 D 山口貴弘  H26 CM 出口悠人  H27 AD 松山由樹 

           

レースに向かうクルーです。頑張れ！！ 

左から 3 年の永島、M2 の神谷さん、H26 年卒の出口さん、H27 年卒の松山さん、 

学生コーチの近藤さん、原コーチです。寒い中お越しいただきありがとうございました！ 
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今後の予定                          
年末年始の行事の予定をお知らせいたします。 

●●忘年会●● 

日程 ： 2017 年 12 月 29 日（金）18 時～20 時 

場所 ： 名古屋市昭和区鶴舞公園内 萩乃茶屋 

会費 ： 6,000 円 

OB・OG の皆様と今年の反省と来年の抱負を語り合いたいと思います。 

お忙しいとは思いますが、是非お越しください。 

 

●●初漕ぎ会●● 

日程 ： 2018 年 1月 6 日（土）11 時～ 

場所 ： 名古屋市中川区 庄内川 

一年の始まりを私たちと漕ぎ出しませんか。  

OB・OG の皆様にお会いできることを楽しみにしております。 

 

●●マシンローイング大会●● 

日程 : 2018 年 1月 14 日(日) 

場所 : 愛知県愛知郡東郷町 東郷町総合体育館 

新人戦後のトレーニングの途中経過を見られる機会として、全員が記録更新を達成出来る

よう、全力を尽くします。よろしければ応援にお越しください。 

 

尚、お手数ではございますが、12月 15日(金)までに同封の出欠確認はがきにて、ご出欠を

お知らせください。忘年会、初漕ぎ会につきましては、ボート部諸行事の中でも特段私たちが

OB・OG の皆様とじっくりと語らえる数少ない機会だと考えております。年の暮れ、また、年の

初めということもございますので、諸事ご多用のことと存じますが、部員一同、皆様のお越しを

心よりお待ちしております。 

  

変更・詳細はメーリングリスト・HP・電話にてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 


